
計算例

一般社団法人 日本サステナブル建築協会

〈改正〉平成 28 年省エネルギー基準対応

モデル住宅法
簡易計算シート使い方マニュアル

+
✓
×

=

第２版



22

　本書『モデル住宅法 簡易計算シート使い方マニュアル 計算例』は、省エネルギー基準
の適否を評価するためツールである「簡易計算シート」について、設計事例を題材に、そ
の計算の手順等を解説したものです。

　「簡易計算シート」の解説編である『モデル住宅法 簡易計算シート使い方マニュアル 』
と併せてご活用ください。
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　はじめに、当該住宅の地域の区分、建築構造、断熱構造、暖房設備（主たる居室とその他の居室）
を確認します。

　計算シートは「住宅に関する省エネルギー基

準に準拠したプログラム」のサイトにアップさ

れています。

　URL：https://house.lowenergy.jp/handcalc

　６地域の外皮性能（木造）とエネルギー消費

性能の計算シートをダウンロードします。

　ダウンロードした外皮性能計算シートの中から、断熱構造が該当する「６ー１ー１」を用意します。

　ダウンロードした一次エネルギー消費性能計算シートの中から、暖房設備が該当する「６ーエネー２」

を用意します。

１ 　計算シートを用意する

地域の区分：６地域
建築構造：木造
断熱構造：床断熱住戸　浴室床断熱
暖房設備（主たる居室）：ルームエアコンディショナー
暖房設備（その他の居室）：ルームエアコンディショナー

【当該住宅の仕様】

図１．１　Web プログラムのサイト画面
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戸戸建建住住宅宅簡簡易易計計算算シシーートト  

外外皮皮性性能能  

 

地域 シート番号の凡例 

66 地地域域  

                  

  
6 - 1 - 1 

      

        

  

  

  

  

    

構造    １：床断熱住戸（浴室床断熱） 

２：床断熱住戸（浴室基礎断熱） 

３：床断熱住戸（外気等に接する浴室床なし） 

４：基礎断熱住戸 木木造造  

地域の区分   １：木造 

２：RC 造等・S 造 

  

  

        

        

                  

 

断熱構造による 

住戸の種類 
浴室の断熱構造 シート番号 

床断熱住戸 

床断熱 6-1-1 

基礎断熱 6-1-2 

外気等に接する浴室床なし 6-1-3 

基礎断熱住戸 - 6-1-4 

 

  

表１．１　６地域の外皮性能（木造）のファイルに綴られているシート一覧
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戸戸建建住住宅宅簡簡易易計計算算シシーートト  

一一次次エエネネルルギギーー消消費費性性能能  

 

地域 

66 地地域域  

 

シート番号 主たる居室 その他の居室 

6-エネ-1 設置なし 

6-エネ-2 ルームエアコンディショナー 

6-エネ-3 
温水床暖房 

（石油潜熱回収型温水暖房機） 
ルームエアコンディショナー 

6-エネ-4 
温水床暖房 

（ガス潜熱回収型温水暖房機） 
ルームエアコンディショナー 

 

  

表１．２　６地域の一次エネルギー消費性能のファイルに綴られているシート一覧
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【外皮性能の計算シート：６ー１ー１】

【一次エネルギー消費性能の計算シート：６ーエネー２】
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2 

シート番号：6-1-1 

冷房期の平均日射熱取得率 𝜂𝜂��  ※下記の太枠内に数値を記入してください。 

・一つの部位に複数の異なる仕様を有する場合は、熱貫流率が最も大きな仕様の熱貫流率とする。 

・窓に複数の異なる仕様を有する場合は、垂直面日射熱取得率が最も大きな仕様の垂直面日射熱取得率とする。窓の面積が単位住戸の

床面積の合計に 0.04 を乗じた数値以下となる場合は当該窓の仕様を対象外とすることができる。 

  係数  熱貫流率𝑈𝑈  結果  

屋根又は天井  0.659 ×  =  （9） 

外壁 
一般部 0.762 ×  =  （10） 

基礎壁（玄関） 0.004 ×  =  （11） 

ドア  0.020 ×  =  （12） 

    ↑小数点第４位以下を切り上げ 

  係数 垂直面日射熱取得率𝜂𝜂� 結果  

窓  4.356 ×  =  （13） 

    ↑小数点第４位以下を切り上げ 

冷房期の平均日射熱取得率 𝜂𝜂�� [-] (9)～(13)の合計 =   
※小数点第 2 位以下を切り上げ（基準値：2.8 [-]以下であれば適合） 

 

暖房期の平均日射熱取得率 𝜂𝜂�� ※下記の太枠内に数値を記入してください。 

・一つの部位に複数の異なる仕様を有する場合は、熱貫流率が最も大きな仕様の熱貫流率とする。 

・窓に複数の異なる仕様を有する場合は、垂直面日射熱取得率が最も小さな仕様の垂直面日射熱取得率とする。窓の面積が単位住戸の

床面積の合計に 0.04 を乗じた数値以下となる場合は当該窓の仕様を対象外とすることができる。 

  係数  熱貫流率𝑈𝑈  結果  

屋根又は天井  0.658 ×  =  （14） 

外壁 
一般部 0.882 ×  =  （15） 

基礎壁（玄関） 0.002 ×  =  （16） 

ドア  0.014 ×  =  （17） 

    ↑小数点第４位以下を切り捨て 

  係数 垂直面日射熱取得率𝜂𝜂� 結果  

窓  4.786 ×  =  （18） 

    ↑小数点第４位以下を切り捨て 

暖房期の平均日射熱取得率 𝜂𝜂�� [-] (14)～(18)の合計 =   
※小数点第 2 位以下を切り捨て（基準値：なし） 
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シート番号：6-1-1 

作成年月日 20  年    月    日   

戸戸建建住住宅宅簡簡易易計計算算シシーートト  
外外皮皮性性能能  

物件名  

住所  

作成者  

地域の区分 6 地域 

構造 木造 

断熱構造による住戸の種類 床断熱住戸 

浴室の断熱構造 床断熱 

 

外皮平均熱貫流率 𝑈𝑈� ※下記の太枠内に数値を記入してください。 

・一つの部位に複数の異なる仕様を有する場合は、熱貫流率が最も大きな仕様の熱貫流率とする。窓の面積が単位住戸の床面積の合計

に 0.02 を乗じた数値以下となる場合は当該窓の仕様を対象外とすることができる。 

  係数  熱貫流率𝑈𝑈  結果  

屋根又は天井  0.194 ×  =  （1） 

外壁 
一般部 0.489 ×  =  （2） 

基礎壁（玄関） 0.004 ×  =  （3） 

床 
浴室 0.009 ×  =  （4） 

その他の床 0.121 ×  =  （5） 

窓  0.107 ×  =  （6） 

ドア  0.014 ×  =  （7） 

    ↑小数点第４位以下を切り上げ 
  係数  線熱貫流率𝜓𝜓  結果  

土間床等の外周部 玄関等 0.021 ×  =  （8） 

↑小数点第４位以下を切り上げ 

外皮平均熱貫流率 𝑈𝑈� [W/(㎡・K)] (1)～(8)の合計 =   
※小数点第３位以下を切り上げ（基準値：0.87 [W/(㎡・K)]以下であれば適合） 
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シート番号：6-エネ-1 

（（33）） 換換気気設設備備  

※該当するものに してポイントを確認してください。 

種類 ポイント 

□ ダクト式第 1 種換気設備 13 

□ ダクト式第 2 種換気設備またはダクト式第 3 種換気設備 10 

□ 壁付け式第 1 種換気設備 10 

□ 壁付け式第 2 種換気設備または壁付け式第 3 種換気設備 8 

（（44）） 給給湯湯設設備備  

※該当するものに してポイントを確認してください。 

種類 節湯水栓※1 ポイント 

□ 設置なし  - 43 

□ ガス従来型給湯機 □ なし 47 

  □ あり 44 

□ ガス潜熱回収型給湯機 □ なし 40 

   □ あり 38 

□ 石油従来型給湯機 □ なし 42 

   □ あり 39 

□ 石油潜熱回収型給湯機 □ なし 40 

   □ あり 38 

□ 電気ヒートポンプ給湯機（CO2 冷媒） □ なし 36 

   □ あり 34 
※1：節湯水栓は「台所」「浴室シャワー」「洗面」のすべてにおいて、下記に示す機能を有する水栓を設置

している場合に「あり」を選択することができる。 

「台所」：手元止水機能あるいは水優先吐水機能 

「浴室シャワー」：手元止水機能あるいは小流量吐水機能 

「洗面」：水優先吐水機能 

（（55）） 照照明明設設備備  

※主たる居室とその他の居室のすべての機器について、該当する組み合わせに してポイントを確認し

てください。ただし、非居室の照明器具は、白熱灯以外の照明器具を設置している場合に限ります。 

種類 
ポイント 

主たる居室の照明器具※2 その他の居室の照明器具※2 

□ 設置なし □ 設置なし 9 

  □ LED 9 

  □ 白熱灯以外 10 

  □ 白熱灯 13 

□ LED □ 設置なし 9 

  □ LED 9 

  □ 白熱灯以外 10 

  □ 白熱灯 13 

□ 白熱灯以外 □ 設置なし 11 

  □ LED 11 

  □ 白熱灯以外 11 

  □ 白熱灯 14 

□ 白熱灯 □ 設置なし 15 

  □ LED 15 

  □ 白熱灯以外 16 

  □ 白熱灯 18 
※2：「LED」:すべての機器において LED を使用している 

「白熱灯以外」：すべての機器において白熱灯以外を使用している 

「白熱灯」：いずれかの機器において白熱灯を使用している 

  

☑ 

☑ 

☑ 
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3 

2 

6- -1 

1  

1.8

 

     

  0.69   1.8  2.3  26 

    2.3  2.8  24 

    2.8  3.3  23 

    3.3  3.8  22 

    3.8  4.3  21 

    4.3   18 

 0.69  0.78   1.8  2.3  28 

    2.3  2.8  27 

    2.8  3.3  25 

    3.3  3.8  24 

    3.8  4.3  23 

    4.3   21 

 0.78  0.87   1.8  2.3  31 

    2.3  2.8  29 

    2.8  3.3  28 

    3.3  3.8  27 

    3.8  4.3  26 

    4.3   23 

 0.87  1.10   1.8  2.3  37 

    2.3  2.8  35 

    2.8  3.3  34 

    3.3  3.8  32 

    3.8  4.3  31 

    4.3   30 

 1.10  1.32   1.8  2.3  43 

    2.3  2.8  41 

    2.8  3.3  40 

    3.3  3.8  38 

    3.8  4.3  36 

    4.3   35 

 1.32  1.54   1.8  2.3  52 

    2.3  2.8  50 

    2.8  3.3  48 

    3.3  3.8  46 

    3.8  4.3  44 

    4.3   42 

 1.54  1.67   1.8   58 

 1.67    1.8   310 

 

2021 4  

4 

3 

6- -1 

2  

4.3

 

     

 0.60  0.69    1.8  8 

    1.8  2.3  10 

    2.3  2.8  11 

    2.8  3.3  13 

    3.3  3.8  14 

    3.8  4.3  16 

 0.69  0.78    1.8  8 

    1.8  2.3  9 

    2.3  2.8  11 

    2.8  3.3  12 

    3.3  3.8  14 

    3.8  4.3  15 

 0.78  0.87    1.8  8 

    1.8  2.3  9 

    2.3  2.8  10 

    2.8  3.3  12 

    3.3  3.8  13 

    3.8  4.3  14 

 0.87  1.10    1.8  8 

    1.8  2.3  9 

    2.3  2.8  10 

    2.8  3.3  11 

    3.3  3.8  12 

    3.8  4.3  14 

 1.10  1.32    1.8  7 

    1.8  2.3  8 

    2.3  2.8  9 

    2.8  3.3  10 

    3.3  3.8  11 

    3.8  4.3  12 

 1.32     1.8  7 

    1.8  2.3  7 

    2.3  2.8  8 

    2.8  3.3  9 

    3.3  3.8  10 

    3.8  4.3  11 
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シート番号：6-エネ-1 

作成年月日 20  年    月    日   

 

戸戸建建住住宅宅簡簡易易計計算算シシーートト  

一一次次エエネネルルギギーー消消費費性性能能  

 

物件名  

住所  

作成者  

 

地域の区分 6 地域 

 

暖房方式 
主たる居室 

設置なし 
その他の居室 

 

外皮性能を記入してください。 

※下記の太枠内に数値を記入してください。 

外皮平均熱貫流率 𝑈𝑈�[W/(㎡・K)]  

冷房期の平均日射熱取得率 𝜂𝜂��[-]  

暖房期の平均日射熱取得率 𝜂𝜂��[-]  

 

ポイント掲載ページより、（1）～（5）で したポイントを以下の太枠内に転記し、合計を計算し

てください。 

 
【参考】各設備のポイントの目安 

（その他の設備を除く） 

※下記の太枠内にポイントを記入してください。 

暖房設備 ［（1）の数字を転記］ ＝  （ア） 

冷房設備 ［（2）の数字を転記］ ＝  （イ） 

換気設備 ［（3）の数字を転記］ ＝  （ウ） 

給湯設備 ［（4）の数字を転記］ ＝  （エ） 

照明設備 ［（5）の数字を転記］ ＝  （オ） 

     

 

一一次次エエネネルルギギーー消消費費性性能能ののポポイインントト  （ア）～（オ）の合計 ＝  

（100 ポイント以下であれば基準適合） 

  

☑ 

暖房設備
23ポイント

冷房設備
9ポイント

換気設備
8ポイント

給湯設備
42ポイント

照明設備
18ポイント

（１枚目）

（１枚目）

（２枚目）

（２枚目）

（３枚目）

（４枚目）

 

 

 



66

１．熱貫流率、線熱貫流率、垂直面日射熱取得率の値
【補足】

　熱貫流率、線熱貫流率、垂直面日射熱取得率等の性能値の調べ方は、「使い方マニュアル」ではいくつ

かの方法を解説していますが、この計算例では、以下の３つの方法を用いています。

１）使い方マニュアルに掲載の表で調べる

２）断熱建材協議会のホームページに掲載されている部位別熱貫流率表で調べる

　　　URL：https://dankenkyou.com/buibetsuhyou.html

上記１）及び２）にて性能値の掲載がない場合は、３）によります。

３）住宅性能評価・表示協会のホームページから

　　「【H28】部位 U 値計算 EXCEL 版」をダウンロードして計算する　

　　　URL：https://www2.hyoukakyoukai.or.jp/seminar/gaihi/keisansheet/

２ 　外皮性能を計算する

図２．１　部位別熱貫流率表のサイト画面
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ver.1.0[H28]

copyright © 2020 hyoukakyoukai all rights reserved

※ 性能値については（国研）建築研究所　「平成28年省

エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価

に関する技術情報（住宅）」にてご確認下さい。

該当しない欄には「0」を入力し

てください。

補正熱貫流率Urを入力してください。

木木造造用用入入力力例例：：

下図の外壁の入力例です。

１）または２）のどちらかを利用します。

※RC造は、別シートでの計算となるため熱

橋部の欄はありません。また、２）の利用も

できません。

１）と同じ壁を２）に入力した場合の入力例です。

面積比率を入力してください。

熱貫流率補正法・・・断熱部のみの熱貫流率を求め、補正熱貫流率の値を加

えて計算する方法です。

室内側表面熱伝達抵抗Rsi を入力し

てください。

外気側表面熱伝達抵抗 Rse を

入力してください。

シシーートトををココピピーーししてて使使用用すするるこことともも可可能能でですす。。
部位U値計算シート ＜＜部部位位＞＞ の熱貫流率【木造用】

面積比率法・・・あらかじめ定めてある一般部（断熱部）と熱橋部の面積比率を

用いて計算する方法です。

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

以下は、「【H28】部位 U 値計算 EXCEL 版」の紹介です。

「【H28】部位 U 値計算 EXCEL 版」を開くと、「入力例」が解説されていますので、それに従って計算をします。

図２．２　部位の熱貫流率計算シートのサイト画面

図２．３　【H28】部位 U 値計算 EXCEL 版の入力例
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　設計図書から各部位の断熱仕様を確認します。一つの部位に複数の異なる仕様がある場合は（屋根と

天井の両方が存在する場合も同様）両方の計算をし、性能の低い方の値を採用します。

屋根

外壁（一般部）

床（その他の床）

天井

−矩計図−

外壁
（基礎壁・玄関）

−基礎断面図−

窓、ドア
−仕様表−

図２．４　当該住宅の設計図書（抜粋）
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① -2 天井

② 外壁（一般部）

⑤床（その他の床）

⑦ドア

グラスウール断熱材
高性能品　HG16-38

180mm

① -1 屋根

③外壁（基礎壁・玄関）

④床（浴室）

グラスウール断熱材
高性能品　HG16-38

155mm

グラスウール断熱材
高性能品　HG16-38

105mm

グラスウール断熱材
高性能品　HG16-36

80mm

建具の仕様：樹脂と金属の複合材料製建具
ガラスの仕様：Low-E 複層ガラス（日射遮蔽型）　ガス封入なし、中空層 10mm

⑥窓

断熱材　なし

断熱材　なし

建具の仕様：戸：金属製ハニカムフラッシュ　枠：金属製　ポストなし
ガラスの仕様：Low-E 複層ガラス　ガス封入なし、中空層 7mm

【当該住宅の仕様】
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① -1 屋根の熱貫流率

▶︎住宅性能評価・表示協会の【H28】部位 U 値計算 EXCEL 版による計算

グラスウール断熱材
高性能品　HG16-38

180mm ver1.0[H28]

1）簡略計算法①（面積比率法）による部位熱貫流率

（（ 屋根 ））のの実実質質熱熱貫貫流流率率　　ＷＷ//（（㎡㎡ＫＫ））

一般部 熱橋部

0.860 0.140

熱伝導率λ

Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ

ｍ

－ － 0.090 0.090

0.038 0.180 4.737 0.000

0.120 0.180 0.000 1.500

－ － 0.090 0.090

4.917 1.680

0.203 0.595

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②（熱貫流率補正法）による部位熱貫流率-1

（（ ））のの熱熱貫貫流流率率　　ＷＷ//（（㎡㎡ＫＫ））

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）

仕様番号 熱伝導率λ

Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ

ｍ

0.258

ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

仕様番号

グラスウール断熱材　高性能品　HG16-38

天然木材

部　分　名

熱橋面積比

垂木間断熱
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

部位U値計算シート ＜＜部部位位＞＞ の熱貫流率【木造用】

ver1.0[H28]

1）簡略計算法①（面積比率法）による部位熱貫流率

（（ 屋根 ））のの実実質質熱熱貫貫流流率率　　ＷＷ//（（㎡㎡ＫＫ））

一般部 熱橋部

0.860 0.140

熱伝導率λ

Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ

ｍ

－ － 0.090 0.090

0.038 0.180 4.737 0.000

0.120 0.180 0.000 1.500

－ － 0.090 0.090

4.917 1.680

0.203 0.595

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②（熱貫流率補正法）による部位熱貫流率-1

（（ ））のの熱熱貫貫流流率率　　ＷＷ//（（㎡㎡ＫＫ））

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）

仕様番号 熱伝導率λ

Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ

ｍ

0.258

ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

仕様番号

グラスウール断熱材　高性能品　HG16-38

天然木材

部　分　名

熱橋面積比

垂木間断熱
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒsi

部位U値計算シート ＜＜部部位位＞＞ の熱貫流率【木造用】
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2021 4  

2 

1 

6-1-1 

 20             

 
 

  

  

  

 6  

  

  

  

 

 

0.02  

        

  0.194 ×  =  1  

 
 0.489 ×  =  2  

 0.004 ×  =  3  

 
 0.009 ×  =  4  

 0.121 ×  =  5  

  0.107 ×  =  6  

  0.014 ×  =  7  

     
        

  0.021 ×  =  8  

 

  [W/( K)] (1) (8)  =   
0.87 [W/( K)]  

 

　屋根と天井の両方が存在する場合は、両方の計算をし、性能の低い方（数値の大きい方）の値を採

用します。

▶︎断熱建材協会のグラスウールの熱貫流率表（軸組構法）より

① -2 天井の熱貫流率

グラスウール断熱材の熱貫流率表

軸組構法

天井（吹込み・敷き込み）

種類
JISによる
製品記号

密度
（kg/㎥）

熱伝導率
（W/(m・K））

製品厚さ
（㎜）

層
設計厚さ
(㎜)

JIS表⽰熱抵抗値
（㎡・K/W)

熱貫流率
（W/（㎡・K))

備考

LFGW1052 10
LFGW1852 18
LFGW1052 10
LFGW1852 18
LFGW1052 10
LFGW1852 18
LFGW1052 10
LFGW1852 18
LFGW1052 10
LFGW1852 18

GWHG14-38 14
GWHG16-38 16
GWHG14-38 14
GWHG16-38 16

屋根（垂⽊間充填）※通気層あり

種類
JISによる
製品記号

密度
（kg/㎥）

熱伝導率
（W/(m・K））

製品厚さ
（㎜）

層
設計厚さ
(㎜)

JIS表⽰熱抵抗値
（㎡・K/W)

熱貫流率
（W/（㎡・K))

備考

LFGW2238 22
LFGW3238 32
GWHG14-38 14
GWHG16-38 16

外壁(充填）※通気層あり

種類
JISによる
製品記号

密度
（kg/㎥）

熱伝導率
（W/(m・K））

製品厚さ
（㎜）

層
設計厚さ
(㎜)

JIS表⽰熱抵抗値
（㎡・K/W)

熱貫流率
（W/（㎡・K))

備考

LFGW2238 22
LFGW3238 32
LFGW2238 22
LFGW3238 32

GWHG14-38 14
GWHG16-38 16
GWHG14-38 14
GWHG16-38 16

GWHG20-35 20
GWHG24-35 24
GWHG20-35 20
GWHG24-35 24

その他の床（⼤引間）

種類
JISによる
製品記号

密度
（kg/㎥）

熱伝導率
（W/(m・K））

製品厚さ
（㎜）

層
設計厚さ
(㎜)

JIS表⽰熱抵抗値
（㎡・K/W)

熱貫流率
（W/（㎡・K))

備考

GW32-36 32
GWHG24-36 24

その他の床（根太間＋⼤引間）

種類
JISによる
製品記号

密度
（kg/㎥）

熱伝導率
（W/(m・K））

製品厚さ
（㎜）

層
設計厚さ
(㎜)

JIS表⽰熱抵抗値
（㎡・K/W)

熱貫流率
（W/（㎡・K))

備考

GW32-36 32
GWHG24-36 24
GW32-36 32
GWHG24-36 24
GWHG16-38 16 50 1 45 ※ －
GWHG16-38 16 105 1 105 2.8

0.526

0.492

85 2.2

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 90 1 90 2.4

GWHG14-38 14

ー 0.248

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.052 250 1 250 ー

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.052 200 1 200

0.200

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.052 300 1 300 ー 0.168

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.052 350 1 350 ー 0.145

ー 0.127

グラスウール断熱材 GW10-100 10 0.050 100 2

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.052 400 1 400

200 4.0 0.239

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 155 1 155 4.1 0.234

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 105 2 210 5.6 0.173

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.038 235 1 235 ー 0.201 垂⽊235mm

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 105 1 105 2.8 0.421 垂⽊105mm

2 240 ※ 6.4 0.195 ※垂⽊285㎜-通気層30㎜⾼性能グラスウール断熱材 GWHG16-38 16 0.038 120

柱105㎜

ー 0.433 柱105㎜

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.038 120 1 120 ー

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.038 105 1 105

0.385 柱120㎜

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 85 1

3.2

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 105 1 105 2.8 0.430

1 120 3.3

0.382 柱120㎜

⾼性能グラスウール断熱材 GWHG24-36 24 0.036 105 1 105 2.9 0.421 柱105㎜

⾼性能グラスウール断熱材 GWHG16-38 16 0.038 120 1 120

0.375 柱120㎜

⾼性能グラスウール断熱材 0.035 105 1 105 3.0 0.413 柱105㎜

⾼性能グラスウール断熱材 GWHG24-36 24 0.036 120

0.369 柱120㎜⾼性能グラスウール断熱材 0.035 120 1 120 3.4

グラスウール断熱材 0.036 80 1 80 2.2

⾼性能グラスウール断熱材 GWHG16-38 16 0.038 105 1 105 2.8

0.036 80 1 80 2.2

0.038

グラスウール断熱材
0.036 42 1 42 1.2

⾼性能グラスウール断熱材

柱85㎜以上

柱90㎜以上

根太42mm以上
⼤引80mm以上

※根太⼨に合わせ45ｍｍと熱伝導率を使⽤し計算
⼤引105mm以上

0.321

0.276

0.495 ⼤引80mm以上

0.402 ⼤引105mm以上

グラスウール断熱材
高性能品　HG16-38

155mm

性能値を
１枚目の
計算シート
に記入します

屋根の熱貫流率 0.258

天井に熱貫流率 0.234
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グラスウール断熱材の熱貫流率表

軸組構法

天井（吹込み・敷き込み）

種類
JISによる
製品記号

密度
（kg/㎥）

熱伝導率
（W/(m・K））

製品厚さ
（㎜）

層
設計厚さ
(㎜)

JIS表⽰熱抵抗値
（㎡・K/W)

熱貫流率
（W/（㎡・K))

備考

LFGW1052 10
LFGW1852 18
LFGW1052 10
LFGW1852 18
LFGW1052 10
LFGW1852 18
LFGW1052 10
LFGW1852 18
LFGW1052 10
LFGW1852 18

GWHG14-38 14
GWHG16-38 16
GWHG14-38 14
GWHG16-38 16

屋根（垂⽊間充填）※通気層あり

種類
JISによる
製品記号

密度
（kg/㎥）

熱伝導率
（W/(m・K））

製品厚さ
（㎜）

層
設計厚さ
(㎜)

JIS表⽰熱抵抗値
（㎡・K/W)

熱貫流率
（W/（㎡・K))

備考

LFGW2238 22
LFGW3238 32
GWHG14-38 14
GWHG16-38 16

外壁(充填）※通気層あり

種類
JISによる
製品記号

密度
（kg/㎥）

熱伝導率
（W/(m・K））

製品厚さ
（㎜）

層
設計厚さ
(㎜)

JIS表⽰熱抵抗値
（㎡・K/W)

熱貫流率
（W/（㎡・K))

備考

LFGW2238 22
LFGW3238 32
LFGW2238 22
LFGW3238 32

GWHG14-38 14
GWHG16-38 16
GWHG14-38 14
GWHG16-38 16

GWHG20-35 20
GWHG24-35 24
GWHG20-35 20
GWHG24-35 24

その他の床（⼤引間）

種類
JISによる
製品記号

密度
（kg/㎥）

熱伝導率
（W/(m・K））

製品厚さ
（㎜）

層
設計厚さ
(㎜)

JIS表⽰熱抵抗値
（㎡・K/W)

熱貫流率
（W/（㎡・K))

備考

GW32-36 32
GWHG24-36 24

その他の床（根太間＋⼤引間）

種類
JISによる
製品記号

密度
（kg/㎥）

熱伝導率
（W/(m・K））

製品厚さ
（㎜）

層
設計厚さ
(㎜)

JIS表⽰熱抵抗値
（㎡・K/W)

熱貫流率
（W/（㎡・K))

備考

GW32-36 32
GWHG24-36 24
GW32-36 32
GWHG24-36 24
GWHG16-38 16 50 1 45 ※ －
GWHG16-38 16 105 1 105 2.8

0.526

0.492

85 2.2

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 90 1 90 2.4

GWHG14-38 14

ー 0.248

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.052 250 1 250 ー

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.052 200 1 200

0.200

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.052 300 1 300 ー 0.168

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.052 350 1 350 ー 0.145

ー 0.127

グラスウール断熱材 GW10-100 10 0.050 100 2

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.052 400 1 400

200 4.0 0.239

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 155 1 155 4.1 0.234

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 105 2 210 5.6 0.173

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.038 235 1 235 ー 0.201 垂⽊235mm

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 105 1 105 2.8 0.421 垂⽊105mm

2 240 ※ 6.4 0.195 ※垂⽊285㎜-通気層30㎜⾼性能グラスウール断熱材 GWHG16-38 16 0.038 120

柱105㎜

ー 0.433 柱105㎜

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.038 120 1 120 ー

吹込み⽤グラスウール断熱材 0.038 105 1 105

0.385 柱120㎜

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 85 1

3.2

⾼性能グラスウール断熱材 0.038 105 1 105 2.8 0.430

1 120 3.3

0.382 柱120㎜

⾼性能グラスウール断熱材 GWHG24-36 24 0.036 105 1 105 2.9 0.421 柱105㎜

⾼性能グラスウール断熱材 GWHG16-38 16 0.038 120 1 120

0.375 柱120㎜

⾼性能グラスウール断熱材 0.035 105 1 105 3.0 0.413 柱105㎜

⾼性能グラスウール断熱材 GWHG24-36 24 0.036 120

0.369 柱120㎜⾼性能グラスウール断熱材 0.035 120 1 120 3.4

グラスウール断熱材 0.036 80 1 80 2.2

⾼性能グラスウール断熱材 GWHG16-38 16 0.038 105 1 105 2.8

0.036 80 1 80 2.2

0.038

グラスウール断熱材
0.036 42 1 42 1.2

⾼性能グラスウール断熱材

柱85㎜以上

柱90㎜以上

根太42mm以上
⼤引80mm以上

※根太⼨に合わせ45ｍｍと熱伝導率を使⽤し計算
⼤引105mm以上

0.321

0.276

0.495 ⼤引80mm以上

0.402 ⼤引105mm以上

▶︎断熱建材協会のグラスウールの熱貫流率表（軸組構法）より

② 外壁の熱貫流率

グラスウール断熱材
高性能品　HG16-38

105mm

性能値を
１枚目の
計算シート
に記入します

2021 4  

2 

1 

6-1-1 

 20             

 
 

  

  

  

 6  

  

  

  

 

 

0.02  

        

  0.194 ×  =  1  

 
 0.489 ×  =  2  

 0.004 ×  =  3  

 
 0.009 ×  =  4  

 0.121 ×  =  5  

  0.107 ×  =  6  

  0.014 ×  =  7  

     
        

  0.021 ×  =  8  

 

  [W/( K)] (1) (8)  =   
0.87 [W/( K)]  
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部位 熱貫流率［W/（㎡・K）］
屋根・天井 7.70

外壁
一般部 6.67

基礎壁
鉄筋コンクリート造等が 150mm 以上 4.11
鉄筋コンクリート造等が 150mm 未満 6.67

床
その他の床 3.34
浴室 3.34

▶︎使い方マニュアル P35 表３. ５（熱貫流率が不明な場合に使用することができる熱貫流率）より

③ 外壁　基礎壁（玄関）の熱貫流率

無断熱

性能値を
１枚目の
計算シート
に記入します

2021 4  

2 

1 

6-1-1 

 20             

 
 

  

  

  

 6  

  

  

  

 

 

0.02  

        

  0.194 ×  =  1  

 
 0.489 ×  =  2  

 0.004 ×  =  3  

 
 0.009 ×  =  4  

 0.121 ×  =  5  

  0.107 ×  =  6  

  0.014 ×  =  7  

     
        

  0.021 ×  =  8  

 

  [W/( K)] (1) (8)  =   
0.87 [W/( K)]  
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不明

部位 熱貫流率［W/（㎡・K）］
屋根・天井 7.70

外壁
一般部 6.67

基礎壁
鉄筋コンクリート造等が 150mm 以上 4.11
鉄筋コンクリート造等が 150mm 未満 6.67

床
その他の床 3.34
浴室 3.34

▶︎使い方マニュアル P35 表３. ５（熱貫流率が不明な場合に使用することができる熱貫流率）より

④ 床（浴室）の熱貫流率

2021 4  

2 

1 

6-1-1 

 20             

 
 

  

  

  

 6  

  

  

  

 

 

0.02  

        

  0.194 ×  =  1  

 
 0.489 ×  =  2  

 0.004 ×  =  3  

 
 0.009 ×  =  4  

 0.121 ×  =  5  

  0.107 ×  =  6  

  0.014 ×  =  7  

     
        

  0.021 ×  =  8  

 

  [W/( K)] (1) (8)  =   
0.87 [W/( K)]  

 

性能値を
１枚目の
計算シート
に記入します



1515

ver1.0[H28]

1）簡略計算法①（面積比率法）による部位熱貫流率

（（ その他の床 ））のの実実質質熱熱貫貫流流率率　　ＷＷ//（（㎡㎡ＫＫ））

一般部 熱橋部

0.850 0.150

熱伝導率λ

Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ

ｍ

－ － 0.150 0.150

0.036 0.080 2.222

0.120 0.080 0.667

－ － 0.150 0.150

2.522 0.967

0.396 1.034

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②（熱貫流率補正法）による部位熱貫流率-2

（（ ））のの熱熱貫貫流流率率　　ＷＷ//（（㎡㎡ＫＫ））

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

0.150

グラスウール断熱材　高性能品　HG16-36

天然木材

部位U値計算シート ＜＜部部位位＞＞ の熱貫流率【木造用】

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

剛床工法
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.492

仕様番号 熱伝導率λ

Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ

ｍ

ver1.0[H28]

1）簡略計算法①（面積比率法）による部位熱貫流率

（（ その他の床 ））のの実実質質熱熱貫貫流流率率　　ＷＷ//（（㎡㎡ＫＫ））

一般部 熱橋部

0.850 0.150

熱伝導率λ

Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ

ｍ

－ － 0.150 0.150

0.036 0.080 2.222

0.120 0.080 0.667

－ － 0.150 0.150

2.522 0.967

0.396 1.034

層構成に応じ、計算値を使用するか「0」を入力してください。

2）簡略計算法②（熱貫流率補正法）による部位熱貫流率-2

（（ ））のの熱熱貫貫流流率率　　ＷＷ//（（㎡㎡ＫＫ））

熱貫流抵抗 　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 0.000

熱貫流率 　　Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.000

熱貫流率 　　Ｕi＝Ｕｎ+ 0.000

0.150

グラスウール断熱材　高性能品　HG16-36

天然木材

部位U値計算シート ＜＜部部位位＞＞ の熱貫流率【木造用】

仕様番号
部　分　名

熱橋面積比

剛床工法
ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

ｄ/λ

㎡・Ｋ/Ｗ

熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

平均熱貫流率　Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.492

仕様番号 熱伝導率λ

Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ

ｍ

▶︎住宅性能評価・表示協会の【H28】部位 U 値計算 EXCEL 版による計算

2021 4  

2 

1 

6-1-1 

 20             

 
 

  

  

  

 6  

  

  

  

 

 

0.02  

        

  0.194 ×  =  1  

 
 0.489 ×  =  2  

 0.004 ×  =  3  

 
 0.009 ×  =  4  

 0.121 ×  =  5  

  0.107 ×  =  6  

  0.014 ×  =  7  

     
        

  0.021 ×  =  8  

 

  [W/( K)] (1) (8)  =   
0.87 [W/( K)]  

 

⑤ 床（その他の床）の熱貫流率

グラスウール断熱材
高性能品　HG16-36

80mm

性能値を
１枚目の
計算シート
に記入します
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▶︎使い方マニュアル P37 表３. ６（大部分がガラスで構成されている窓等の開口部の熱貫流率）より

建具の仕様 ガラスの仕様
中空層の仕様 開口部の熱貫流率 [W/(㎡ K)] ※ 2

ガスの封入
※ 1 中空層の厚さ

付属部材無
し

シャッター・
雨戸付

和障子付 風除室あり

樹脂（又は木） 
と金属の複合
材料製建具

三層複層
ガラス

Low-E ガラス

２枚

されている
12㎜以上 1.90 1.75 1.66 1.60
8㎜以上 12㎜未満 2.15 1.96 1.86 1.77
8㎜未満 2.33 2.11 1.99 1.89

されていない

16㎜以上 1.90 1.75 1.66 1.60
10㎜以上 16㎜未満 2.15 1.96 1.86 1.77
8㎜以上 10㎜未満 2.33 2.11 1.99 1.89
8㎜未満 2.91 2.59 2.41 2.26

Low-E ガラス

１枚

されている
12㎜㎜以上 2.15 1.96 1.86 1.77
9㎜以上 12㎜未満 2.33 2.11 1.99 1.89
9㎜未満 2.91 2.59 2.41 2.26

されていない
16㎜以上 2.15 1.96 1.86 1.77
12㎜以上 16㎜未満 2.33 2.11 1.99 1.89
12㎜未満 2.91 2.59 2.41 2.26

一般ガラス されていない
7㎜以上 2.91 2.59 2.41 2.26
7㎜未満 3.49 3.04 2.82 2.59

二層複層
ガラス

Low-E ガラス
されている

14㎜以上 2.33 2.11 1.99 1.89
14㎜未満 2.91 2.59 2.41 2.26

されていない
9㎜以上 2.91 2.59 2.41 2.26
9㎜未満 3.49 3.04 2.82 2.59

一般ガラス されていない
11㎜以上 3.49 3.04 2.82 2.59
11㎜未満 4.07 3.49 3.21 2.90

単板ガラス − − − 6.51 5.23 4.76 3.95

2021 4  

2 

1 

6-1-1 

 20             

 
 

  

  

  

 6  

  

  

  

 

 

0.02  

        

  0.194 ×  =  1  

 
 0.489 ×  =  2  

 0.004 ×  =  3  

 
 0.009 ×  =  4  

 0.121 ×  =  5  

  0.107 ×  =  6  

  0.014 ×  =  7  

     
        

  0.021 ×  =  8  

 

  [W/( K)] (1) (8)  =   
0.87 [W/( K)]  

 

建具の仕様：
　樹脂と金属の複合材料製建具
ガラスの仕様：
　Low-E 複層ガラス（日射遮蔽型）　ガス封入なし、中空層 10mm

⑥ 窓の熱貫流率

性能値を
１枚目の
計算シート
に記入します
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▶︎使い方マニュアル P38 表３. ７（大部分がガラスで構成されていないドア等の開口部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２ロック、堀込み錠、ポストなし））の熱貫流率）より

枠の仕様 戸の仕様 ガラスの仕様
中空層の仕様 開口部の熱貫流率［W/(㎡ K)] ※ 2

ガスの封入※ 1 中空層の厚さ 付属部材無し 風除室あり

金属製また

はその他

金属製フ
ラッシュ構
造

ドア内ガラスなし − − − 2.33 1.89

ドア内ガラスあり
Low-E
二層複層ガラス

されている 中空層厚問わない 2.91 2.26
されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

二層複層ガラス されていない 中空層厚問わない 2.91 2.26

金属製ハニ
カムフラッ
シュ構造

ドア内ガラスなし − − − 2.91 2.26

ドア内ガラスあり

Low-E
二層複層ガラス

されている 中空層厚問わない 3.49 2.59
されていない 中空層厚問わない 3.49 2.59

二層複層ガラス されていない
8㎜以上 3.49 2.59
8㎜未満 4.07 2.90

単板ガラス − − 4.07 2.90

金属製また
はその他

ドア内ガラスなし − − − 6.51 3.95

ドア内ガラスあり

Low-E
二層複層ガラス

されている 中空層厚問わない 6.51 3.95
されていない 中空層厚問わない 6.51 3.95

二層複層ガラス されていない 中空層厚問わない 6.51 3.95
単板ガラス − − 6.51 3.95

2021 4  

2 

1 

6-1-1 

 20             

 
 

  

  

  

 6  

  

  

  

 

 

0.02  

        

  0.194 ×  =  1  

 
 0.489 ×  =  2  

 0.004 ×  =  3  

 
 0.009 ×  =  4  

 0.121 ×  =  5  

  0.107 ×  =  6  

  0.014 ×  =  7  

     
        

  0.021 ×  =  8  

 

  [W/( K)] (1) (8)  =   
0.87 [W/( K)]  

 

建具の仕様：
　戸：金属製ハニカムフラッシュ　枠：金属製　ポストなし
ガラスの仕様：
　Low-E 複層ガラス　ガス封入なし、中空層 7mm

⑦ ドアの熱貫流率

性能値を
１枚目の
計算シート
に記入します
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土間床上端が地盤面と同じか高い場合　　

▶︎▶︎▶︎使い方マニュアル P44 表３.12
　　　　　　　　　（土間床上端が地盤面と同じか高い場合の土間床等の外周部の線熱貫流率）より

⑧ 土間床等の外周部（玄関等）の線熱貫流率

土間床上端と地盤面の高さの差（F）（m） 土間床等の外周部の線熱貫流率（W/mK）

問わない※ 0.99

※土間床上端と崖の底部の差が１m 以上の場合は含まない。

性能値を
１枚目の
計算シート
に記入します

無断熱

2021 4  

2 

1 

6-1-1 

 20             

 
 

  

  

  

 6  

  

  

  

 

 

0.02  

        

  0.194 ×  =  1  

 
 0.489 ×  =  2  

 0.004 ×  =  3  

 
 0.009 ×  =  4  

 0.121 ×  =  5  

  0.107 ×  =  6  

  0.014 ×  =  7  

     
        

  0.021 ×  =  8  

 

  [W/( K)] (1) (8)  =   
0.87 [W/( K)]  

 

0.99
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⑨ 窓の垂直面日射熱取得率

建具の仕様：
　樹脂と金属の複合材料製建具
ガラスの仕様：
　Low-E 複層ガラス（日射遮蔽型）　ガス封入なし、中空層 10mm

2021 4  

3 

2 

6-1-1 

 

 

0.04  

        

  0.659 ×  =  9  

 
 0.762 ×  =  10  

 0.004 ×  =  11  

  0.020 ×  =  12  

     

      

  4.356 ×  =  13  

     

  [-] (9) (13)  =   
2 2.8 [-]  

 

 

 

0.04  

        

  0.658 ×  =  14  

 
 0.882 ×  =  15  

 0.002 ×  =  16  

  0.014 ×  =  17  

     

      

  4.786 ×  =  18  

     

  [-] (14) (18)  =   
2  

 

▶︎使い方マニュアル P40 表３.10
　（大部分がガラスで構成される窓等の開口部（一重構造の建具）の垂直面日射熱取得率
　【木と金属の複合材料製建具又は樹脂と金属の複合材料製建具、金属製熱遮断構造建具又は金属製建具】）より

ガラスの仕様
日射熱取得率η d

付属部材
なし

和障子
外付け

ブラインド

三層複層

2 枚以上のガラス表面に Low-E 膜を使用し
た Low-E 三層複層ガラス

日射取得型 0.43 0.27 0.10
日射遮蔽型 0.26 0.18 0.06

Low-E 三層複層ガラス
日射取得型 0.47 0.30 0.11
日射遮蔽型 0.30 0.20 0.08

三層複層ガラス 0.58 0.30 0.14

二層複層
Low-E 二層複層ガラス

日射取得型 0.51 0.30 0.12
日射遮蔽型 0.32 0.21 0.09

二層複層ガラス 0.63 0.30 0.14
単板ガラス 2 枚を組み合わせたもの注 ) 0.63 0.30 0.14

単層 単板ガラス 0.70 0.30 0.15

注 ) 「単板ガラス 2 枚を組み合わせたもの」は、中間部にブラインドが設置されたものを含むものとする。

性能値を
２枚目の
計算シート
に記入します

・屋根又は天井
・外壁
・ドア
の熱貫流率は１枚目と
同じ値を記入します
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２．外皮平均熱貫流率の計算
　【１枚目の計算シート】

　　シートに従い、係数と記載した性能値を乗算し、その数値の合計が外皮平均熱貫流率となります。

2021 4  

2 

1 

6-1-1 

 20             

 
 

  

  

  

 6  

  

  

  

 

 

0.02  

        

  0.194 ×  =  1  

 
 0.489 ×  =  2  

 0.004 ×  =  3  

 
 0.009 ×  =  4  

 0.121 ×  =  5  

  0.107 ×  =  6  

  0.014 ×  =  7  

     
        

  0.021 ×  =  8  

 

  [W/( K)] (1) (8)  =   
0.87 [W/( K)]  

 

0.99 0.021

0.76
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2021 4  

3 

2 

6-1-1 

 

 

0.04  

        

  0.659 ×  =  9  

 
 0.762 ×  =  10  

 0.004 ×  =  11  

  0.020 ×  =  12  

     

      

  4.356 ×  =  13  

     

  [-] (9) (13)  =   
2 2.8 [-]  

 

 

 

0.04  

        

  0.658 ×  =  14  

 
 0.882 ×  =  15  

 0.002 ×  =  16  

  0.014 ×  =  17  

     

      

  4.786 ×  =  18  

     

  [-] (14) (18)  =   
2  

 

３．冷房期の平均日射熱取得率と
　　　　　　　　　　　暖房期の平均日射熱取得率の計算
　【２枚目の計算シート】

　シートに従い、係数と記載した性能値を乗算し、その数値の合計が冷房期の平均日射熱取得率、及び

暖房期の平均日射熱取得率となります。



2222

１．外皮性能の値を転記する
　２  で計算した外皮平均熱貫流率、冷房期の平均日射熱取得率、暖房期の均日射熱取得率の値を

一次エネルギー消費性能の計算シートに転記します。

2021 4  

3 

2 

6-1-1 

 

 

0.04  

        

  0.659 ×  =  9  

 
 0.762 ×  =  10  

 0.004 ×  =  11  

  0.020 ×  =  12  

     

      

  4.356 ×  =  13  

     

  [-] (9) (13)  =   
2 2.8 [-]  

 

 

 

0.04  

        

  0.658 ×  =  14  

 
 0.882 ×  =  15  

 0.002 ×  =  16  

  0.014 ×  =  17  

     

      

  4.786 ×  =  18  

     

  [-] (14) (18)  =   
2  

 

３ 　一次エネルギー消費性能を計算する

１枚目の
計算シート
に記入します

2021 4  

2 

1 

6-1-1 

 20             

 
 

  

  

  

 6  

  

  

  

 

 

0.02  

        

  0.194 ×  =  1  

 
 0.489 ×  =  2  

 0.004 ×  =  3  

 
 0.009 ×  =  4  

 0.121 ×  =  5  

  0.107 ×  =  6  

  0.014 ×  =  7  

     
        

  0.021 ×  =  8  

 

  [W/( K)] (1) (8)  =   
0.87 [W/( K)]  

 

0.0210.99

0.76

2021 4  

6 

1 

6- -2 

 20             

 

 

 

 

  

  

  

 

 6  

 

 
 

 
 

 

 

 

 [W/( K)]  

 [-]  

 [-]  

 

1 5

 

 
 

 

 1     

 2     

 3     

 4     

 5     

     

 

    

100  

 

23

9

8

42

18

0.76
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２．設備機器の仕様とポイントの計算
　設計図書から設備機器の仕様を確認します。

　整理をすると、表３. ２になります。これらを元にポイントを計算します。

暖冷房設備
主たる居室 ルームエアコンディショナー

その他の居室 ルームエアコンディショナー

換気設備 壁付け式　第３種換気設備（パイプファン）

給湯設備 ガス潜熱回収型給湯機（エコジョーズ）

節湯設備

台所水栓 シングルレバー水栓

浴室水栓 サーモスタットシャワー水栓　手元止水機能（節湯A）

洗面水栓 シングルレバー水栓

照明設備 すべての機器において LEDを使用している

表３．１　当該住宅の設備機器（抜粋）

表３．２　当該住宅の設備機器（必要項目のまとめ）
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① 暖房設備のポイント

2021 4  

6 

1 

6- -2 

 20             

 

 

 

 

  

  

  

 

 6  

 

 
 

 
 

 

 

 

 [W/( K)]  

 [-]  

 [-]  

 

1 5

 

 
 

 

 1     

 2     

 3     

 4     

 5     

     

 

    

100  

 

23

9

8

42

18

【当該住宅の外皮性能】

2021 4  

7 

2 

6- -2 

1  

1.8

 

     

  0.69   1.8  2.3  27 

    2.3  2.8  25 

    2.8  3.3  24 

    3.3  3.8  23 

    3.8  4.3  22 

    4.3   19 

 0.69  0.78   1.8  2.3  29 

    2.3  2.8  28 

    2.8  3.3  26 

    3.3  3.8  25 

    3.8  4.3  24 

    4.3   21 

 0.78  0.87   1.8  2.3  32 

    2.3  2.8  31 

    2.8  3.3  29 

    3.3  3.8  28 

    3.8  4.3  27 

    4.3   24 

 0.87  1.10   1.8  2.3  38 

    2.3  2.8  37 

    2.8  3.3  35 

    3.3  3.8  33 

    3.8  4.3  32 

    4.3   31 

 1.10  1.32   1.8  2.3  45 

    2.3  2.8  43 

    2.8  3.3  41 

    3.3  3.8  40 

    3.8  4.3  38 

    4.3   37 

 1.32  1.54   1.8  2.3  54 

    2.3  2.8  51 

    2.8  3.3  49 

    3.3  3.8  47 

    3.8  4.3  46 

    4.3   44 

 1.54  1.67   1.8   61 

 1.67    1.8   316 

 

２枚目の
計算シート

ポイントを
１枚目の
計算シート
に記入します

2021 4  

6 

1 

6- -2 

 20             

 

 

 

 

  

  

  

 

 6  

 

 
 

 
 

 

 

 

 [W/( K)]  

 [-]  

 [-]  

 

1 5

 

 
 

 

 1     

 2     

 3     

 4     

 5     

     

 

    

100  

 

23

9

8

42

18

0.76
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② 冷房設備のポイント

2021 4  

6 

1 

6- -2 

 20             

 

 

 

 

  

  

  

 

 6  

 

 
 

 
 

 

 

 

 [W/( K)]  

 [-]  

 [-]  

 

1 5

 

 
 

 

 1     

 2     

 3     

 4     

 5     

     

 

    

100  

 

23

9

8

42

18

【当該住宅の外皮性能】

ポイントを
１枚目の
計算シート
に記入します

2021 4  

6 

1 

6- -2 

 20             

 

 

 

 

  

  

  

 

 6  

 

 
 

 
 

 

 

 

 [W/( K)]  

 [-]  

 [-]  

 

1 5

 

 
 

 

 1     

 2     

 3     

 4     

 5     

     

 

    

100  

 

23

9

8

42

18

2021 4  

8 

3 

6- -2 

2  

4.3

 

     

 0.60  0.69    1.8  9 

    1.8  2.3  10 

    2.3  2.8  12 

    2.8  3.3  13 

    3.3  3.8  15 

    3.8  4.3  17 

 0.69  0.78    1.8  9 

    1.8  2.3  10 

    2.3  2.8  11 

    2.8  3.3  13 

    3.3  3.8  14 

    3.8  4.3  16 

 0.78  0.87    1.8  8 

    1.8  2.3  10 

    2.3  2.8  11 

    2.8  3.3  12 

    3.3  3.8  14 

    3.8  4.3  15 

 0.87  1.10    1.8  8 

    1.8  2.3  10 

    2.3  2.8  11 

    2.8  3.3  12 

    3.3  3.8  13 

    3.8  4.3  14 

 1.10  1.32    1.8  7 

    1.8  2.3  8 

    2.3  2.8  9 

    2.8  3.3  10 

    3.3  3.8  12 

    3.8  4.3  13 

 1.32     1.8  7 

    1.8  2.3  8 

    2.3  2.8  9 

    2.8  3.3  10 

    3.3  3.8  11 

    3.8  4.3  12 

 

３枚目の
計算シート

0.76
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③ 換気設備のポイント

2021 4  

6 

1 

6- -2 

 20             

 

 

 

 

  

  

  

 

 6  

 

 
 

 
 

 

 

 

 [W/( K)]  

 [-]  

 [-]  

 

1 5

 

 
 

 

 1     

 2     

 3     

 4     

 5     

     

 

    

100  

 

23

9

8

42

18

2021 4  

9 

4 

6- -2 

3  

 

  

 1  13 

 2 3  10 

 1  10 

 2 3  8 

4  

 

 1  

   - 43 

    47 

    44 

    40 

    38 

    42 

    39 

    40 

    38 

 CO2    36 

    34 
1

 

 

 

 

5  

 

 
 2 2 

    19 

   LED 15 

    16 

    19 

 LED   13 

   LED 10 

    11 

    13 

    14 

   LED 11 

    12 

    14 

    19 

   LED 15 

    16 

    19 
2 LED : LED  

 

 

 

４枚目の
計算シート

ポイントを
１枚目の
計算シート
に記入します

暖冷房設備
主たる居室 ルームエアコンディショナー

その他の居室 ルームエアコンディショナー

換気設備 壁付け式　第３種換気設備（パイプファン）

給湯設備 ガス潜熱回収型給湯機（エコジョーズ）

節湯設備

台所水栓 シングルレバー水栓

浴室水栓 サーモスタットシャワー水栓　手元止水機能（節湯A）

洗面水栓 シングルレバー水栓

照明設備 すべての機器において LEDを使用している

【当該住宅の設備仕様】
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④ 給湯設備のポイント

2021 4  

9 

4 

6- -2 

3  

 

  

 1  13 

 2 3  10 

 1  10 

 2 3  8 

4  

 

 1  

   - 43 

    47 

    44 

    40 

    38 

    42 

    39 

    40 

    38 

 CO2    36 

    34 
1

 

 

 

 

5  

 

 
 2 2 

    19 

   LED 15 

    16 

    19 

 LED   13 

   LED 10 

    11 

    13 

    14 

   LED 11 

    12 

    14 

    19 

   LED 15 

    16 

    19 
2 LED : LED  

 

 

 

2021 4  

6 

1 

6- -2 

 20             

 

 

 

 

  

  

  

 

 6  

 

 
 

 
 

 

 

 

 [W/( K)]  

 [-]  

 [-]  

 

1 5

 

 
 

 

 1     

 2     

 3     

 4     

 5     

     

 

    

100  

 

23

9

8

42

18

４枚目の
計算シート

ポイントを
１枚目の
計算シート
に記入します

暖冷房設備
主たる居室 ルームエアコンディショナー

その他の居室 ルームエアコンディショナー

換気設備 壁付け式　第３種換気設備（パイプファン）

給湯設備 ガス潜熱回収型給湯機（エコジョーズ）

節湯設備

台所水栓 シングルレバー水栓

浴室水栓 サーモスタットシャワー水栓　手元止水機能（節湯A）

洗面水栓 シングルレバー水栓

照明設備 すべての機器において LEDを使用している

【当該住宅の設備仕様】



2828

⑤ 照明設備のポイント

2021 4  

6 

1 

6- -2 

 20             

 

 

 

 

  

  

  

 

 6  

 

 
 

 
 

 

 

 

 [W/( K)]  

 [-]  

 [-]  

 

1 5

 

 
 

 

 1     

 2     

 3     

 4     

 5     

     

 

    

100  

 

23

9

8

42

18

４枚目の
計算シート

 

 

 

ポイントを
１枚目の
計算シート
に記入します

暖冷房設備
主たる居室 ルームエアコンディショナー

その他の居室 ルームエアコンディショナー

換気設備 壁付け式　第３種換気設備（パイプファン）

給湯設備 ガス潜熱回収型給湯機（エコジョーズ）

節湯設備

台所水栓 シングルレバー水栓

浴室水栓 サーモスタットシャワー水栓　手元止水機能（節湯A）

洗面水栓 シングルレバー水栓

照明設備 すべての機器において LEDを使用している

【当該住宅の設備仕様】
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３．一次エネルギー消費性能のポイントの計算
　　【１枚目の計算シート】

　シートに従い転期した数値の合計が一次エネルギー消費性能のポイントです。100 ポイント以下であ
れば基準適合です。

2021 4  

6 

1 

6- -2 

 20             

 

 

 

 

  

  

  

 

 6  

 

 
 

 
 

 

 

 

 [W/( K)]  

 [-]  

 [-]  

 

1 5

 

 
 

 

 1     

 2     

 3     

 4     

 5     

     

 

    

100  

 

23

9

8

42

18

0.76
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４ 　（参考）設計事例の設計図書
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